
 



偏差値分布 偏差値分布

5４.9
～

5４.0

5４.9
～

5４.0

知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用 知識 活用
53.9
～

53.0

53.9
～

53.0

臼杵市 51.9 52.0 53.2 53.2 51.5 52.0 52.3 52.3 51.7 50.6 53.3 51.7 51.6 50.2 51.3 50.7
52.9
～

52.0

52.9
～

52.0

大分県
（市町村学校） 51.1 51.2 52.0 51.9 50.5 51.0 51.8 51.5 51.2 50.0 51.0 50.4 51.1 49.7 50.4 50.4

51.9
～

51.0

51.9
～

51.0

県との差 0.8 0.8 1.2 1.3 1.0 1.0 0.5 0.8 0.5 0.6 2.3 1.3 0.5 0.5 0.9 0.3
50.9
～

50.0

50.9
～

50.0

49.9
～

49.0

49.9
～

49.0

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

臼杵市 大分県 県との
差

小５国語 51.9 51.8 0.1 50.8 51.4 -0.6 53.0 52.4 0.6 52.8 51.5 1.3 51.7 51.7 0.0 54.4 52.2 2.2 51.1 51.8 -0.8 52.3 51.7 0.6 52.6 51.6 1.0 52.1 51.3 0.8 小５国語

小５算数 52.1 52.1 0.0 52.4 52.5 -0.1 53.2 52.6 0.6 53.8 51.6 2.2 51.5 51.8 -0.3 53.7 52.3 1.4 51.2 51.9 -0.6 52.6 52.1 0.5 55.0 52.9 2.1 53.4 52.1 2.3 小５算数

小５理科 52.5 51.9 0.6 52.2 52.0 0.2 52.5 51.9 0.6 51.6 51.8 -0.2 52.0 51.6 0.4 53.6 52.1 1.5 50.1 50.7 -0.6 51.5 51.1 0.4 52.1 51.3 0.8 51.8 50.7 1.1 小５理科

中２国語 51.0 50.6 0.4 50.1 50.6 -0.5 50.0 50.9 -0.9 52.6 50.6 2.0 53.5 51.6 1.9 53.1 51.5 1.6 54.0 53.2 0.7 52.4 51.7 0.7 53.8 51.4 2.4 52.5 51.8 0.7 中２国語

中２数学 51.5 51.1 0.1 49.4 51.0 -1.6 49.0 50.3 -1.3 50.3 50.3 0.0 51.4 51.1 0.3 50.5 50.7 -0.2 52.6 53.0 -0.4 49.7 51.2 -1.6 52.6 51.2 1.4 53.0 50.9 2.1 中２数学

中２理科 53.4 52.5 0.9 49.1 50.6 -1.5 49.4 50.0 -0.6 50.7 50.7 0.0 50.7 50.5 0.2 51.8 50.8 1.0 50.0 51.0 -1.0 50.1 51.1 -1.0 52.3 50.9 1.4 51.3 50.8 0.5 中２理科

中２英語 49.9 50.3 -0.6 49.5 49.9 -0.4 49.8 51.2 -1.4 51.0 50.0 1.0 52.8 50.7 2.1 51.1 50.3 0.8 51.6 51.6 0.0 50.0 50.4 -0.4 52.5 50.0 2.5 51.2 50.4 0.8 中２英語

中２社会 51.4 50.3 1.1 51.7 50.7 1 51.1 50.5 0.6 52.6 52.6 0.0 51.6 51.0 0.6 53.2 50.5 2.7 51.5 50.9 0.6 中２社会
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令和５年度

平成３０年度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度

令和５年度平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度

　令和５年度　大分県学力定着状況調査臼杵市　全体結果　標準スコア（偏差値）　一覧

小学校 中学校

大分県学力定着状況調査　　臼杵市の偏差値の推移（平成２６年度～令和５年度）

国語 算数 理科 国語 社会 数学 理科 英語

○８年連続、３教科において偏差値50を超えた。
〇課題がみられた理科の活用においても３年連続５
０を
　 上回った。

〇２年連続、５教科とも偏差値５０、大分県の偏差値を超えた。
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H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５ H２６ H２７ H２８ H２９ H３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

小５国語 51.9 50.8 53.0 52.8 51.7 54.4 51.1 52.3 52.6 52.1 中２国語 51.0 50.1 50.0 52.6 53.5 53.1 54.0 52.4 53.8 52.5

小５算数 52.1 52.4 53.2 53.8 51.5 53.7 51.2 52.6 55.0 53.4 中２数学 51.5 49.4 49.0 50.3 51.4 50.5 52.6 49.7 52.6 53

小５理科 52.5 52.2 52.5 51.6 52.0 53.6 50.1 51.5 52.1 51.8 中２理科 53.4 49.1 49.4 51.0 50.7 51.8 50.0 50.1 52.3 51.3

中２英語 49.9 49.5 49.8 50.7 52.8 51.1 51.6 50.0 52.5 51.2

中２社会 51.4 51.7 51.1 52.6 51.6 53.2 51.5
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H２６H２７H２８H２９H３０ Ｒ１ Ｒ２ Ｒ３ Ｒ４ Ｒ５

中２国語 中２数学 中２理科 中２英語 中２社会



同一集団の経年比較データ　　(R２小５　→　R５中２）
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【理科の出題傾向からみられる「今求められている力」を培う授業改善を進める指針】

「思考・判断・表現」を行う活動を、下記のように、問題解決過程に沿って確実に位置づ

けます。

１ 日常の事象から「不思議なこと」「確かめたいこと」「明らかにしたいこと」と

「その事象の

しくみ」についての「予想」や「仮説」をもつ活動

２ 「予想」や「仮説」を確かめる実験・観察について、「何を」「どのように使っ

て」「どんな手順で」「どこまで進めれば」結果が得られるのかについて、実験方

法を構想する活動

３ 上記の実験・観察についての不備の有無について判断し、その根拠と不備の修正に

ついて考え、実験方法を明確にする活動➡「課題」設定(見通し・仮説・実験方

法・手順の明確化)

４ 「予想」「仮説」について、「なぜそう考えられるのか」についての自分なりの判

断やその根拠を、日常の経験や知識をもとにして説明する活動

５ 結果の予想・仮説と実験内容をつないで、「予想・仮説が正しければどのような結

果が出るのか」について、「予想・仮説」を検証するための実験内容と見通しをつ

ないで表現する活動

６ 「予想・仮説」を検証するための実験・観察を、手順よく進めるとともに、的確か

つ正確に記録したり、結果をまとめたりする活動

７ 実験・観察等の結果(記録)をもとに、「言えること」「わかったこと」を、事実を

根拠として、分かりやすく表現したり、他児の説明の意図を捉えてその表現を代

弁・補完したりする活動

８ 実験結果が「予想とは違った」場合の仮設の修正や言えそうなことを表現する場(

他児の表現の意図を受け止めて説明を間接される活動も重要)

９ 実験の結果から、その理由として「言えること」「言えないこと」を区別する活動

及び事実をもとに「なぜ言える・言えないのか」についての根拠を的確に判断して

いく活動

10 理科の学習で得たことを、日常の様々な事象とつないで、他の例を見つけたり、新

しく調べてみたいことを見出したりする活動

元授業力向上アドバイザー 桑原 幸八郎 先

生より

日々の授業に位置づけたい教師の問いかけ➡「思考・判断・表現」を繰り返す問い

「〇〇が△△になるのは、どうしてだと思いますか」「どんなしくみになっていると考えま

すか」

「どんな実験・観察をすれば確かめられますか」「どんな結果が出ると思いますか」

「どんな結果が出れば、予想が確かめられたと言えますか」

「その実験で、本当に確かめたいことがはっきりされますか、なぜですか」

「実験の結果からどんなことが言えそうですか」「それはどの事実(結果)をもとに言えます

か」

「〇〇さんの考えは正しいと言えますか」「〇〇さんの言いたいことを代わりに説明しま

しょう」



令和５年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  国語  
                        担当： 西中（ 中川 幸恵 ） 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５２．５ 
（県 51.8 ） 

５２．３ 
（県 51.8 ） 

５２．３ 
（県 51.5 ） 

正答率 ６７．９（県 66.5 ） ＊１（設問中の正答率の割合） 

達成率 ７２．８（県 72.5 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 ・話し合いの内容を聞き取る    69.0(目標値 66.7) 

・漢字を読む           93.4(目標値 85.0） 

・漢字を書く           57.8(目標値 51.7) 

・文法・語句に関する事項     68.5(目標値 66.3) 

・説明的な文章の内容を読み取る  55.3(目標値 51.7) 

・文学的な文章の内容を読み取る  65.3(目標値 63.3) 

・報告する文章を書く       56.7(目標値 50.0) 

・文章を書く           75.0(目標値 56.3) 

なし 

領域 ・言葉の特徴や使い方に関する事項 70.3(目標値 65.6) 

・情報の扱い方に関する事項    45.0(目標値 40.0) 

・我が国の言語文化に関する事項  95.1(目標値 85.0) 

・話すこと・聞くこと       69.0(目標値 66.7) 

・書くこと            67.1(目標値 53.6) 

・読むこと            60.3(目標値 57.5) 

なし 

観点 ・知識・技能           66.4(目標値 61.2) 

・思考・判断・表現        64.9(目標値 57.5) 

・主体的に学習に取り組む態度     61.6(目標値 49.0) 

なし 

フォローアップ 

すること 
12 文節の関係について理解している   20.8(目標値 40.0) ＊２ 

【概要】 

〇＊１より、臼杵市の平均正答率（県＋1.4 全国＋4.9）は目標値（＋6.6）を上回っている。達成率も県・全国（県

＋0.3 を上回っている。 

〇臼杵市としては全 26 問中 23 問が目標値を上回っており、知識・技能、思考・判断・表現ともに力がついていると

考えられる。(目標値とほぼ同等≒２問、目標値を下回る▼１問) 

〇記述問題全６問の無回答率が県と比較して低く、解答しようとする意欲が見られる。 

〇正答率度数分布グラフにおいてはほぼ正規分布である。 

△「情報と情報との関係について理解し、必要な情報に着目して内容を解釈している」は完全正答反応率が 44.9％(県 46.3)と低

く、つまずきが見られる。山極寿一の説明的文章から、筆者が文章中で述べていることを友達に説明するためにまとめた図の

空欄にあてはまる言葉を抜き出す問題だった。結論部分にあるキーワードを探すことはできていたが、本論部分にある類似の

意味のキーワードを探すことができなかった誤答が多かった。文章中、同意で使われている言葉、対になる意味で使われてい

る言葉などを意識しながら読むことが苦手であると考えられる。 

△＊２より、「文節の関係について理解している」は、文節と単語を区別できていないことによる誤答が多かった。 

【臼教研国語部会で確認すること】 

●学校ごとにつまずきがある内容が違うので、自校できちんと分析し、授業や定期テストで定着を図る。 

●「小学校で学習した漢字を正しく書く」は正答率が伸びている。引き続き、漢字ノートなど学習する機会を設ける

とともに、各ブロックの小中一体教育で結果を報告し、指導の徹底を依頼する。 

●「説明的な文章の内容を読み取る」の「情報と情報との関係について理解し、必要な情報に着目して、内容を解釈

している」は他教科にも影響する内容である。読み方を教えるとともに、読み慣れる学習を積み重ねる必要もある。 

2 年〔B 書くこと〕の指導事項ウ「情報と情報との関係の様々な表し方を理解し使うこと」の学習と関連を図る。

本文とグラフや資料などを関連させて書く場面を設定したり、書いた文章を互いに読み合い交流したりする活動

を通して、根拠を明確にして書く力を身につけることを指導する。 



令和５年度 大分県学力定着状況調査について 

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  社会  

                                  担当：   西中 （首藤  剛） 

学校教育課（玉ノ井智則） 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５１．５ 
（県 50.9 ） 

５１．７ 
（県 51.2 ） 

５０．６ 
（県 50.0 ） 

正答率 ５３．７（県 52.6 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ６５．３（県 62.6 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

【概要】 
○大半の内容，領域，観点の項目において目標値を上回っていた。社会科部会で取り組んできた「社会につ

いて問い続ける力を育成する社会科学習の在り方」の研究成果として，生徒が意欲を持って社会の学習に
取り組めたことが要因として考えられる。「社会科が好き」という生徒も県平均より高い。 

○※１より、各学校の授業で ICT 機器を有効活用し、思考・判断・表現させる取組を日常的に実践している
ことで，資料をもとに思考する問題の正答率が向上した。 

△臼杵市全体では目標値を全項目で上回っているが，学校ごとの結果を分析すると，学校ごとに課題となる
項目がみられる。学校間の差を埋めていくために，どのようなことができるか。 

△※２より，資料をもとに判断したり，学習内容の理解をもとに判断したりする問題の正答率が低い。5（3）
では，地理や歴史の知識をバランスよく身につける必要がある。 

 

【臼教研社会科部会で確認すること】 
・普段の授業から、学習して身につけた知識や資料をもとに、思考・判断・表現する機会を常に設けるよう

授業を工夫する。 
・学校間や各学校の教科部会で情報交換や資料の共有を行う。 
・各学校ともに、知識の定着率の 2極化に留意し、支援が必要な生徒に対する個別学習等の対応が必要。 

 数値が高い 数値が低い 

問題 ・領海・排他的経済水域の面積と国土の面積
について，資料をもとに考察 

46.4(目標値 40.0)※１ 
・乾燥した地域に住む人々の暮らしについて

理解         69.8(目標値 60.0) 
・世界の主な宗教についての理解 

66.1(目標値60.0) 
・寒い地域に住む人々の暮らしについて，複数

の資料をもとに考察  89.4(目標値80.0)※１ 
・中国が抱える人口問題について，複数の資料を 
もとに考察       72.7(目標値65.0)※１ 

・アジア州・北アメリカ州でさかんな ICT 関連 
産業についての理解   85.7(目標値70.0)  

・浄土信仰の広まりについての理解 
84.9(目標値65.0) 

・御成敗式目を定めた目的について，資料をも
とに考察し，表現   45.3(目標値 40.0)※１ 

・アフリカ州・南アメリカ州の産業の特色につ

いて，複数の資料をもとに考察 

               41.6(目標値50.0)※２ 

・大和政権による統一の様子について，資料を

読み取っている。   73.5(目標値80.0)※２ 

・中世の日本の時代区分の意義や意味について

の考察        42.9(目標値50.0) 

・応仁の乱後の社会的な変動について，資料を

もとに考察している。 34.3(目標値40.0)※２ 

領域 ・世界各地の人々の生活と環境 
74.1(目標値66.3) 

 

観点 ・知識・技能       55.6.(目標値52.0) 
・思考・判断・表現       51.9(目標値51.0) 
・主体的に学習に取り組む態度 

48.0(目標値46.1) 

 

フォロー 

アップ 

すること 

4(5)  アフリカ州・南アメリカ州の産業の特色について，複数の資料をもとに判断している。 
5(3) 大和政権による統一の様子について，資料を読み取っている。 
7(1)  中世の日本の時代区分の意義や意味について考察している。 
(4)  応仁の乱後の社会的な変動について，資料をもとに考察している。 



令和５年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  数学  

                        担当： 西中（ 秦 美芳 ） 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５３．０ 
（県 50.9 ） 

５３．３ 
（県 51.0 ） 

５１．７ 
（県 50.4 ） 

正答率 ５８．８（県 54.0 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ６３．７（県 56.1 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 ・正の数・負の数  62.3（目標値 61.0） 

・文字式      72.1（目標値 62.5） 

・１次方程式    56.5（目標値 55.0） 

・比例・反比例   50.9（目標値 44.2） 

・平面図形     50.2（目標値 45.0） 

・空間図形     67.7（目標値 63.3） 

・データの分布と傾向  48.2（目標値 50.0） 

領域 ・数と式      64.1（目標値 60.0） 

・図形       63.3（目標値 58.8） 

・関数       50.9（目標値 44.2） 

・データの活用     48.2（目標値 50.0） 

観点 ・知識・技能    65.2（目標値 59.8） 

・主体的に学習に取り組む態度 

          44.2（目標値 42.3） 

・思考・判断・表現   36.9（目標値 38.6） 

フォロー 

アップ 

すること 

１  絶対値と数の大小について理解している。 

10  正方形の辺上を動く点を頂点とする三角形の面積の変化の様子を式に表し、 

   ｙの値からｘの値を求めることができる。 

18(1) ヒストグラムから階級の幅を読み取ることができる。 

 

【概要】 
〇「比例・反比例」は、表・式・グラフから相互に読み取り関連付けて考えることができるようになった。 
〇昨年度数値の低かった作図は、角の二等分線の性質を理解し、折り目の線を作図できフォローアップがで

きている。 
〇基礎基本テストで低かった「説明する力」は、必要な情報を用いて説明でき、力がついてきている。 
△教科評定１と２の生徒が 36.3％と多い。 
△数学的な用語の意味や特徴の理解が足りずに、問題文の意図が読み取れていない。 

△与えられた文章題に対して、適切な方程式を立式したり比例の式を作ったりすることも少し低く、 

 無解答の生徒が 20％を超えている。 

 

【臼教研数学部会で確認すること】 
・学校別の分析をいかしたフォローアップや授業改善策が必要である。特に、誤答の内容を細かく分析し、

校内で共有しながら授業の中でフォローしていく。 
・2年の「データの分布」を学習する際に、再度「データの傾向」について補充をし、1年の内容と関連付け

て学習をする。 
・数学的な用語の意味を理解させ、説明する際にもきちんと用語を使って説明させていく。 
・今後も日常生活と関連付けた問題を授業で扱い、授業で説明する場面を増やしていく。 
・つまずきの顕著な生徒に対しての手立てを毎時間設定し、個に応じた支援をしていく。 

 



令和５年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  理科  

                 担当：中学校授業力向上アドバイザー  金子 敦 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５１．３ 
（県 50.8 ） 

５１．６ 
（県 51.1 ） 

５０．２ 
（県 49.7 ） 

正答率 ５７．２（県 56.1 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ６２．６（県 59.3 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 12 項目中 7項目が目標値を超えている 

植物の分類          77.7  （目標値 71.0） 

動物の分類           79.0  （目標値 71.7） 

身の回りの物質とその性質 67.3 (目標値 65.0) 

気体の性質            74.6  （目標値 72.5） 

水溶液の性質       61.0  （目標値 53.8） 

物質の状態変化          52.0  （目標値 48.3） 

地震           55.1  （目標値 52.5） 

目標値を超えていない項目は,5 項目 

光の性質            32.5  （目標値 35.0） 

音の性質             62.8  （目標値 65.0） 

力の性質         48.6  （目標値 50.0） 

火山           26.6  （目標値 35.0） 

地層           34.1  （目標値 36.7） 

領域 粒子             62.2   (目標値 57.7) 

生命               78.2  （目標値71.3） 

エネルギー          46.1   (目標値 48.1) 

地球           38.0  （目標値 40.7） 

観点 知識・技能    63.5  （目標値 58.8） 思考・判断・表現          51.6  （目標値 51.9） 

主体的に学習に取り組む態度 42.3  （目標値 45.0） 

フォロー 

アップ 

すること 

8(1)音さの間に板があるときとないときの音さの鳴り方のちがいを推測できる。 

10(2)モデル実験における、条件のちがいが何を意味しているかを解釈し、それを説明できる。 

12(3)ピンホールカメラの穴を広げると、像がどのように変化するかを推測できる。 

13(2)石灰岩とチャートの特徴を理解し、区別する方法を説明できる。         

 

【概要】  
○観点別正答率では、知識・技能の項目のみ、目標値、県正答率、全国正答率より上回っている。  
○目標値と 1.4ポイントマイナスではあったが、県正答率、全国正答率を上回っている。  
○正答率度数分布を見ると、50%以上 60%未満の割合が高く、40%以上 50%未満・60%以上 70%未満の割合が低く
なっている。  

○問題の解答で無回答の数が少なくなっている。  
△領域別正答率では、エネルギー・地球の項目が低くなっている。  
△各校の弱点分野に差がある。  
△解答形式では記述が目標値に達していない。  
 

【臼教研理科部会で確認すること】  
・正答率別人数の下位層の引き上げはもちろんだが,上位層，中位層を伸ばすため，授業でアウトプットする

活動や,単元テスト・定期テストで言語活動・言語表現などを取り入れる。  
・記述問題に対応する為に,知識・技能を活用して思考・判断し重要用語を使って文章を書くことや,発表する

など表現する活動を授業に取り入れる。  
・3学期期末テスト後の内容（地球）について再度単元テストや実力考査で出題したり,4 月はじめの授業や学

習課題としてドリルを行ったりする。  
・各校の弱点分野に差があるので,理科データベースを活用して,各校の実態にあわせて習熟に応じた課題をテ

スト期間中や週末課題として出題する。 



令和５年度 大分県学力定着状況調査について  

中学校・臼杵プロジェクト会議での教科別分析  英語  

                        担当： 西中（ 佐々木真也 ） 

 教科全体 知識 活用 

偏差値 
(全国平均：５０) 

５１．２ 
（県 50.4 ） 

５１．３ 
（県 50.4 ） 

５０．７ 
（県 50.4 ） 

正答率 ４６．９（県 45.4 ） （設問中の正答率の割合） 

達成率 ５１．２（県 48.8 ） （目標値以上の正答率に達した生徒の割合） 

 

 数値が高い 数値が低い 

問題 リスニング（内容理解）    80.4 (県 78.2) 

リスニング（対話文の応答）37.7 (県 33.5) 

語形・語法の知識・理解   49.5 (県 47.6) 

長文の読み取り(概要)      40.1 (県 39.6) 

単語の並びかえによる英作文 42.3(県 41.3) 

場面に応じて書く英作文    39.6 (県 35.8) 

情報に基づいて書く英作文  38.6 (県 34.9) 

３文以上の英作文          28.2 (県 25.6) 

リスニング（様々な英文の聞き取り）56.3 (県 58.4.) 

語彙の知識・理解                 72.8 (県 73.3) 

さまざまな英文の読み取り       44.5(県 45.2)＊３ 

 

領域 聞くこと 55.9  (県 53.9) 

読むこと 48.7  (県 48.3) 

書くこと 36.4  (県 33.5)＊２ 

 

観点 知識・技能                54.7 (県 53.1) 

思考・判断・表現           35.1 (県 33.5) 

主体的に学習に取り組む態度 21.8 (県 19.4)＊１ 

 

フォロー 

アップ 

すること 

４ 日常的な話題について聞き、要点を捉えることができる。    （県－3.0） 

６(２)①対話文の情報を読み取り、その内容を理解することができる。（県－2.5） 

８（１）メールを読み、代名詞 It の内容を理解することができる    （県－1.6） 

 （３）メールを読み、その内容を理解することができる。         （県－3.3） 

【概要】 
○全体としては、平均正答率が 46.9％で、県平均正答率を 1.5 ポイント上回っている。 
○すべての観点が県平均正答率を上回っているが、上回り方が顕著なのは「主体的に学習に取り組む態度」

であり、平均正答率が２１.８％で県平均正答率を２.４ポイント上回っている。＊１ 
○すべての領域で県平均正答率を上回っているが、顕著なのは「書くこと」で、平均正答率が３６.４%であ

り、県平均正答率を２.９ポイント上回っている。＊２ 
△「聞くこと」について、「さまざまな英文の聞き取り」問題で２問中２問が県平均を下回っている。 
△「読むこと」について、「読み取り」の問題で８問中５問が県平均を下回っている。＊３ 

 

【臼教研英語部会で確認すること】 
・おおむね県平均を越えている。 
・「聞くこと」に課題がある。ただ単純に「聞く」回数を増やすというのではなく、最初に聞く目的を明確に

したり、事前に設問を提示したりしてから必要な情報を聴き取らせるという機会を増やしたい。また、デ
ジタル教科書の音声を聴きながら音読練習をさせるなど、自然な速度の英語の音声に慣れさせたい。 

  ・「長文の読み取り」に課題がある。タイトルを隠してから長文を読ませ、何について書かれた文であるか答 
えさせるなど、長文の概要をつかませる訓練を重ねたい。また、USE Read では、の事実発問に加え、推論 
発問をし、テキスト上には直接示されてない内容を推測させる場面を多く作りたい。 


